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２

月
一６
一日

【会場・おFn3ぃ 合わせ】

石川県立能楽堂
TEL&FAX 076-264-2598二 難 !ζ]1183

【主催】いしかわの能楽鑑賞事業実行委員会

【チケットのお求め】石川県立能楽堂
石川県立音楽堂チケットボックス(0762328632)
香林坊大和プレイガイ ド (076-220-1332)

※駐車場は台数に限りがございますので、 ださい。

前売 1,000円  当日1,200円 ※
曇曇

生以下 ★冬の観能のタベプレ講座 11:00～ 12:00

①l月 30日 (土)講師:佐野玄宜(シ テ方宝生流能楽師)解説:「八島」「藤J

②2月 27日 (土)講師:高橋憲正(シ テ方宝生流能楽師)解説:「玉葛」「春日竜神」

厖副鵬歯週※要申込み・要観覧料

☆新・古能面展V112月 12日 ～1月 31日 ☆新収品展(仮)2月 6日～

※満席の場合は、当日券を販売 しない場合がございます。チケットはお早目にお買い求め ください。

扁蝙:|
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や

わ

た

後
宇
多
院
の
臣
下
が
勅
命
に
よ

り
男
山
石
清
水
八
幡
に
参
詣
す

る
。
そ
こ
へ
弓
袋
を
携
え
た
老
若

二
人
の
参
詣
人
が
来
合
わ
せ
て
、

治
ま
る
御
代
と
君
を
守
る
神
を
称

え
言
祝
ぐ
。
老
人
は
さ
ら
に
応
神

天
皇
を
祭
っ
た
男
山
八
幡
の
い
わ

れ
を
述
べ
、
自
ら
を
高
良
の
神
と

名
乗
っ
て
消
え
失
せ
る

（中
入
）。

や
が
て
高
良
の
神
が
今
度
は
颯
爽

と
し
た
男
体
で
現
れ
て
夜
神
楽
に

興
じ
て
舞
い
、
八
幡
の
神
徳
を
称

え
る
。
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野
　
玄
宜

北
国
の
名
所
を
巡
る
都
の
僧
が

越
中
多
枯
の
浦
に
着
く
と
、
折
し

も
藤
の
花
が
今
を
盛
り
と
咲
い
て

い
る
。
僧
が
思
わ
ず
古
歌
を
口
ず

さ
む
と
、
里
の
女
が
現
れ
て
名
所

に
ふ
さ
わ
し
い
古
歌
を
詠
む
よ
う

た
し
な
め
る
。
女
は
や
が
て
藤
の

花
の
精
を
名
乗
っ
て
松
の
陰
に
消

え
失
せ
る

（中
入
）。
読
経
し
て

花
の
跡
を
弔
う
僧
ら
の
前
に
、
花

の
精
が
花
の
書
薩
と
な
っ
て
現
れ

舞
の
袖
を
翻
す
が
、
夜
明
け
と
と

も
に
消
え
て
行
く
。
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旅
の
僧
が
八
島
の
浦
に
着
く

と
、
日
暮
れ
と
と
も
に
二
人
の
漁

師
が
現
れ
る
。
僧
は
漁
師
の
塩
屋

に
宿
を
借
り
る
。
漁
翁
は
都
を
懐

か
し
み
、
も
て
な
し
に
源
平
合
戦

の
有
様
を
物
語
り
、
義
経
の
名
を

暗
示
し
て
暁
の
修
羅
の
時
を
待

て
、
と
言
い
残
し
て
消
え
る

（中

入
）。
や
が
て
僧
の
枕
元
に
甲
冑

を
帯
し
た
義
経
の
幽
霊
が
現
れ
、

八
島

の
戦
の
有
様
を
物
語
り
、

夜
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と
と
も
に
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え
去
る
。
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旅
の
僧
が
初
瀬
に
赴
く
と
小
舟

に
樟
さ
し
初
瀬
川
を
上
る
女
に
出

会
う
。
女
は
僧
と
共
に
御
堂
を
拝

し
た
後
、
二
本
の
杉
に
案
内
す
る

と
、
「源
氏
物
語
」
の
玉
葛
の
話

を
し
て
聞
か
せ
、
自
分
こ
そ
そ
の

玉
…
と
名
乗
り
さ
し
、
弔
い
を
頼

ん
で
消
え
る

（中
入
）。
僧
が
弔

う
と
こ
ろ
へ
髪
を
乱
し
た
玉
葛
の

霊
が
現
れ
、
恋
の
妄
執
の
苦
患
か

ら
抜
け
出
せ
ぬ
身
で
あ
る
こ
と
を

打
ち
明
け
る
。
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明
恵
法
師
が
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跡
探
訪
の
た

め
の
入
唐
の
暇
乞
い
に
春
日
明

神
に
参
詣
す
る
と
、
宮
守
の
老

人
が
現
れ
、
明
神
の
信
頼
一厚
い

明
恵
が
日
本
を
去
る
こ
と
の
非

を
説
き
、
思
い
と
ど
ま
る
な
ら

三
笠
の
山
に
天
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を
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の
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べ
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を
見
せ
る
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と
言
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し
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え
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る
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入
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‘
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現
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ヽ
神
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の
と
．お
り
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日
の
野
山
に
金
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に
輝
く
仏
の
世
界
を
顕
し
、
猿
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立
ち
去
る
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